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第４章 建設コンサルタントの課題と今後の方向 

 
 

 

小中学生を対象とした出前授業の実施 

四国支部では、建設コンサルタントのみならず「土木・建設」業界全体の PR や未来の人材確保
を目的として、小中学生を対象とした「出前授業」を開催しています。 

出前授業では、日常生活を支えている社会インフラに深く関わる仕事があることを伝えるとと
もに、ドローンや地上レーザー、VR などの新技術を楽しみながら体験してもらいました。 

企画部会や支部若手の会によるこれらの活動を通じ、子どもたちが今後の進路選択において、
土木業界に関心を持つきっかけとなることを期待しています。 
 
■ 中学生を対象とした出前授業 

  実施中学校 高知県 いの南中学校 3 年生（19 名）、高知県 安芸中学校 3 年生（75 名） 
  実施内容 ・ドローン画像によるクラック幅の判読体験 
 ・iPad を用いた 3 次元モデル作成体験 
 ・VR ゴーグルによる 3 次元空間への没入体験 

 
 
 
 
 
 
 
 

■ 小学生対象とした出前授業 

  実施小学校 高知県内の小学校 4 年生〜6 年生（22 名） 
  実施内容 ・ドローン画像によるクラック幅の判読体験 
 ・iPad を用いた 3 次元モデル作成体験 
 ・VR ゴーグルによる 3 次元空間への没入体験 
 ・地上レーザー測量による体育館の計測体験 
 ・土木の話（新技術・橋の歴史）と橋の模型作り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   実施小学校 香川県内の小学校 6 年生（35 名） 
  実施内容 ・建設コンサルタントの仕事紹介 ・ドローン紹介と操縦体験（記念撮影） 
 ・BIM/CIM の紹介  ・インフラクイズ大会 
 

 

 

 

 

出前授業や建コンの説明 iPadでの計測を体験 VRゴーグルでの没入体験 

地上レーザー測量の体験 

橋の模型作りを体験 土木の話 橋の模型作りを体験 

建コンの仕事紹介 ドローンの操縦体験 インフラクイズ大会 
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